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高品質ロスレス・オーディオ符号化技術と展開

は じ め に

通信システムはその進化の過程で，

常に限られた通信チャネルや蓄積媒体

のリソースを多数の利用者で共有して

使わざるを得ませんでした．このため

多くの通信システムにとって，圧縮符

号化は不可欠の要素技術でした．音声

や音響信号に関しても多くの符号化方

式が開発され，標準化によりデジタル

携帯電話，音楽のネットワーク配信，

携帯プレーヤなど，日常生活の重要な

用途に使われてきました．しかしなが

ら，多くの携帯電話用の音声符号化

標準，MP3やAAC（Advanced Audio

Coder）などのISO/IEC（Interna-

tional Organization for Standardiza-

tion and International Electro tech-

nical Commission） MPEG（ Mov-

ing Picture Experts Group）＊，（1）標準

符号化でも大幅な情報圧縮のために

は，復号時の波形歪の発生は避けられ

ないものでした．

一方，ネットワークの広帯域化によ

り，多くの情報を享受できる時代が来

ています．この豊かな情報環境があれ

ば，広い意味での品質を飛躍的に高め

ることが実現できないものでしょうか．

効率の高い圧縮の追及から，妥協のな

い品質の追求へと研究開発の目的は転

換してきています．すなわちブロードバ

ンドを有効利用し，品質が高く便利で

満足性の高い快適な通信を提供できる

道を示す必要があります．本稿では高

品質の歪を許さないロスレス符号化の

最近の研究活動と，高品質化に向け

た将来構想を紹介します．

ロスレス符号化の研究

ネットワークやデジタルオーディオ機

器の進展とともに，高品質（高サンプ

リングレート，振幅の高分解能化，多

チャネル化）の要求により，配信や蓄

積の情報量も増大する一方です．ブ

ロードバンド環境では圧縮のために品

質を損なうことは得策ではありません．

元の品質が全く損なわれない保障があ

り，処理のコストが十分小さければ圧

縮は常に必要な機能です．

この意味で高品質化に向けた研究の

第一歩は，元の信号の完全な再構成を

保障するロスレス符号化の開発でした．

2002年以来，国際標準化の重要性を

痛感し，MPEGでの国際標準化を主

導し，2006年には，MPEG-4 ALSと

して出版することができました（2），（3）．

その後も，この基本技術を社内外の

事業で，さらに世代を超えて使ってい

ただくための活動を進めています．そ

の１つは互換性を維持したまま符号器

の性能改善を図り，利便性や競争力

を高めることです．さらに応用分野の

開拓やそのためのファイルフォーマッ

トの標準化を進めることです．性能改

善の詳細については，本特集記事『ロ

スレス・オーディオ符号化MPEG-4

ALSの高性能化』，業界標準への提案

に関しては『MPEG-4 ALSの性能・

応用と関連する標準化活動』で紹介

します．

なお，今後も歪のない圧縮符号化の

研究は継続したいと考えています．こ

れは圧縮符号化を目的とした分析技術

は基本的な信号処理として，さまざま

な信号処理への展開の可能性があるか

らです．

快適な通信への挑戦

■研究領域の拡張

信頼性の高い高速のネットワークが

利用できるならば，快適で高品質な通

信の実現手段はいろいろな可能性があ

ります．最終的な目的は種々の環境で

高品質音響信号処理と符号化の研究展望

これまでは圧縮符号化技術による通信システムの経済化が重要でしたが，
今後はブロードバンド環境を利用した高品質で快適な通信システムの構築が
重要です．このため守谷特別研究室では，歪のない圧縮符号化の研究に取り
組んでおり，さらにデバイスや人間の知覚に関する知見を利用した新たな通
信の枠組みの開拓を目指そうとしています．
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の高品質な人間どうしのコミュニケー

ションを達成することです．簡単な例

としてはライブコンサートのような音響

環境をまるごと記録し，その環境を離

れた場所とか，時間的に後で忠実に再

現することが挙げられます．

このような目的のために，図に示す

ように音に関する研究領域を拡大して

いく必要があります．現状では１点の

音を１チャネルで帯域制限のもとに利

用することが基本です．これを２次元

的に２つの軸に拡大しようと考えてい

ます．１つの軸は人間との接点です．

満足性の高い通信や音楽における臨場

感の提供には人間の基本特性の理解が

必須です．もう１つの軸は圧倒的に

チャネル数を増やすことです．部屋の

中の音響信号には膨大な情報量が内在

されており，これを扱うには膨大な自

由度が必要です．これを達成するため

には新たなデバイスやハードウェアの開

発が必要となります．

■人間との接点

究極に楽しめる音楽を提供しようと

すると，人間の脳や行動に関する本質

的な理解が必要となります．例えば，

従来の聴覚の周波数の限界を超える高

い周波数のいわゆるハイパーソニック

による脳内の反応が検証されつつあり

ます（4）．また聴覚と他の感覚とのさま

ざまな相互作用の研究も進んでいます．

これらの知見を利用し，また自ら解明

しつつ，真に音楽を楽しむことを実感

できるシステムの模索，その技術的課

題の解決をしていきたいと思います．

■超多チャネル化

自由度が膨大にある空間の音を制御

するには，膨大なチャネル数のマイク

とスピーカが必要となります．全体を

メディアコンピューティングの追求

図　音の膨大な自由度への挑戦 
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制御するための信号処理も膨大ですが，

物理的な大きさやコストの限界があり

ます．超多チャネルのシステムを実現

するためには，今までにない経済的に

多重化できるような物理的な仕掛けや

基本部品から見直さなければなりませ

ん．幸いにも通信用途では高速伝送，

多重化，基本デバイスの開発や低コス

ト化が進んでいます．これらの技術を

有効利用したり，さらにそれを拡張し

ていくことが１つの道であろうと考え

ています．興味深い試作の１つとして，

通信の機能を利用して並列に信号を取

り込む工夫（5）があり，これらのアイデ

アが出発点になると考えられます．超

多チャネルシステムが経済的に実現で

きれば，臨場感，騒音制御など広い応

用分野に貢献できると考えています．

標準化と外部との連携

現在の情報技術は大規模なシステム

として運用されることが多く，少人数

で考案した個別の要素技術では目的の

実現は困難である場合が多数です．他

機関との柔軟な協力関係やオープンな

開発は避けられないと考えています．

さらに国際的な相互接続性，長期に

わたる保守性を考慮すると，国際標準

として制定しなければ，結局，利用す

る人には大きな貢献ができない可能性

があります．メーカ，サービス提供業

者，さらに利用者も参加したオープン

な標準化が重要です．これらの活動は

他人任せでは有効に機能せず，技術を

考案し開発した本人が熱意と専門知識

を持って貢献することが重要と考えて

います．

お わ り に

守谷特別研究室でのロスレス符号化

に関する現在の研究と将来の構想，基

本的な方針について簡単に紹介しまし

た．これらの成果はブロードバンドの

ネットワークを利用した，今までにな

い高品質な通信サービスの実現に貢献

できることをねらっています．それに

はNTTの研究所の他の研究部門との

協力が必要で，また逆に他の研究部門

への技術提供をしていきたいと思いま

す．実用の段階では社外機関との連

携，場合によってはオープンな標準化

が必要になる場合も考えられますが，

それにも積極的に貢献したいと思って

います．
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これまでの成果による事業貢献を進めつ
つ，品質の高いサービスの原点に立ち戻っ
た長期課題に取り組んでいきます．多くの
方々と議論をさせていただきたいと思いま
すので，よろしくお願いします．
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